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	応用
	抗原情報
	背景
	フコースは、典型的には分岐鎖複合糖質の末端修飾として見られますが、上皮成長因子 (EGF; MIM 131530) 様反復配列またはトロンボスポンジン (THBS; MIM 188060 を参照) タイプ 1 反復配列内のシステイン ノット モチーフ内のセリンまたはトレオニン残基への直接 O 結合でも存在します。 POFUT2 は、THBS タイプ 1 反復配列を基質として使用する O-フコシルトランスフェラーゼです (Luo et al.、2006 [PubMed 16464857])。[OMIM 提供、2008 年 3 月]。触媒活性: GDP-β-L-フコースからタンパク質受容体のセリン ヒドロキシ基にアルファ-L-フコシル残基を転移します。機能: トロンボスポンジン タイプ 1 反復配列内の保存されたセリンまたはスレオニン残基に O-グリコシド結合を介してフコースを結合する反応を触媒します。オンライン情報: GlycoGene データベース、オンライン情報: ペプチド-O-フコシルトランスフェラーゼ 2、経路: タンパク質修飾;タンパク質の糖鎖修飾。,類似性：グリコシルトランスフェラーゼ68ファミリーに属する。,組織特異性：アイソフォームAは胎児肝臓および末梢血リンパ球に発現する。アイソフォームBは脾臓、肺、精巣、骨髄、胸腺、膵臓、前立腺、胎児脳、胎児肝臓、胎児腎臓に発現する。アイソフォームCは脳、心臓、脾臓、肝臓、肺、胃、精巣、胎盤、皮膚、胸腺、膵臓、乳腺、前立腺、胎児脳、胎児肝臓、胎児心臓に発現する。,
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	POFUT2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト胎盤組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

